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近年，アライグマProcyon lotorによると思われ

るニホンイシガメMauremys japonica（以下イシガ

メ）の食害が全国で相次いで報告されている（小賀

野他，2014，2015；鈴木他，2015；田上他，2019；

多田他，2017）．食害はイシガメに留まらず，クサ

ガ メ M. reevesii や ミ シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ

Trachemys scripta elegansにまで及んでいる（小

賀野，2019；小菅・小林，2015；楠田他，2020）．

東京都足立区では，これまでに食害を受けた淡水

棲カメ類の情報はなかったが，クサガメにおいて

初めてアライグマによる食害と思われる個体が発

見されたのでここに報告する．

2020年４月15日11時頃，足立区に位置する河

川での調査中に陸上の枯死したヨシPhragmites

australisの茂みの中に隠れている状態でクサガメ

を発見，保護した（図１）．発見されたクサガメはメ

ス成体の６齢以上の個体で，発見時は左前肢以

外の四肢と尾の欠損が認められた（図２）．右前肢，

左後肢，尾部は既に完治していた状態であったが，

右後肢は治癒しかかっている状態であった．四肢

や尾以外の外傷はなかった．発見当時は持ち合

わせの測定機材がなかったため甲長等の測定は

行わなかった．その後の測定で甲長は12.8cmで

あった．また，足立区ではアライグマやホンドタヌ

キNyctereutes procyonoides viverrinusが生息し

ているとされる（浅羽純一，私信）．

これまでアライグマによると思われる淡水棲カメ

類の食害の特徴を調査経験や文献などに基づい

て整理すると，１）後肢あるいは前肢，またはその

両方や尾，頭部が噛みちぎられている，２）個体に

よっては内臓まで捕食されている，３）甲の外傷は

ほとんどないことが挙げられる．淡水棲カメ類の四

肢欠損には，草刈機などの機械による損傷がある

が，草刈機では四肢の他に甲にも外傷を与えるこ

とが多いと考えられる．また，クサガメの捕食者と

してホンドタヌキが挙げられる．足立区にもホンド

タヌキは生息しているとされるが，今回のクサガメ

の欠損は，カメの甲に外傷が無く，選択的に四肢

や尾が欠損している点でアライグマによるとされる

先行事例（小菅，2011；小菅・小林，2015）に酷似

している．甲の外傷がほとんどないということは，

ホンドタヌキよりもアライグマの方が手先が器用で

四肢や頭部を引っ張り出せるため，必要以上に甲

を噛んだりしないことに起因すると推測される．発

見されたクサガメの右後肢以外の欠損部位は完

治していたことから，過去に受けた傷であることが

うかがえる．以上のことから，本報告で捕獲された

クサガメの四肢欠損はアライグマによる食害の可



能性があり，足立区においての初記録となる．

現在のところ足立区におけるアライグマの推定

個体数などのデータはなく，淡水棲カメ類の被害も

確認されていないが，潜在的にはさらに多くの淡

水棲カメ類含む水辺の生き物が食害に遭っている

可能性がある．また，足立区には河道内氾濫原な

どの水辺環境が豊富に存在し，僅かながらイシガ

メの生息も確認されている（辻井，2023）．アライ

グマの餌となり得る資源も豊富であるため，今後

のアライグマの個体数増加や被害の拡大が懸念

される．

本報告にあたり，株式会社自然教育研究セン

ターの浅羽純一氏，川村芙友美氏には大変お世

話になりました．この場を借りてお礼申し上げます．
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図１．発見当時のクサガメ 図２．発見したクサガメ．尾と左前肢以外の四肢が欠
損している．
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